
部会長の部会員訪問
各部会の部会長が、それぞれの部会員を訪問。 部会員のみなさまの声をお伺いし、部会の魅力を伝えます。

ジェトロ京都だより 食品・名産部会 編

サービス産業部会 編

株式会社石田老舗

株式会社Hibana

平井部会長が「株式会社石田老舗」を訪問。
石田社長からお話をお伺いしました。

齋藤部会長が「株式会社Hibana」を訪問。
松田社長からお話をお伺いしました。

ンドの看板商品をいくつも共同開発したそうで、当
時の思い出話が石田社長から次々飛び出しました。

近年は産学連携に積極的で、立命館大学等との共
同による大豆粉を使ったアスリートスイーツは、カ
ロリーや栄養成分の厳しい条件の中で「意地でも美
味しいものをつくる！」と何度も試作を重ねたそう
です。今後はインバウンドや海外販売を見据え、ハ
ラール対応スイーツを海外で製造することを展望し
ています。

石田社長は「食のつどい」をご存じでしたが、部会
事業に参加されたことはなく、部会長から次回以降
ぜひご参加いただき交流の輪を広げていただきたい
とお願いしました。

石田老舗といえば、本所ビルすぐ北のシューク
リーム専門店「Crème de la Crème」を思い浮かべ
る方も多いでしょう。実は同社は明治4年創業で「蕎
麦ぼうろ」や「衛生ボーロ」を開発し、菓子店に卸す

「OEM」を手掛けてきました。当時、菓子を焼く炭火
を適度に保つには熟練を要したため他社は真似でき
ず、加えて日持ちする焼菓子は遠方にも卸すことが
できたことから得意先が広がり、今も残る明治期の
得意先名簿には、北海道や北陸、東海道沿いなど300
件近い名前があります。

終戦後は多くの得意先が営業を再開できない中で
も、「自社販売は得意先に申し訳ない」と製造卸を貫
きます。高度成長期の洋菓子ブーム以降は、有名ブラ

同社は、京都産の木質燃料「京都ペ
レット」の普及をはじめ、木と火のあ
る暮らしを提案する「京都ペレット
町家ヒノコ」を運営する。
「当社は、森林が抱える様々な問題

を解決するために創業。現在、日本の
森林は、土砂崩れの原因となる地盤
の軟弱化や人里へのイノシシ等の出
没による獣害といった問題を抱えて
いるが、それらの根底には林業と里
山の衰退がある。店名にもなってい
るペレットは、先進諸国ではストー
ブやボイラーの燃料として一般的だ

左から石田社長、平井部会長（前は得意先名簿（明治
44年）ほか現存する資料）

左から齋藤部会長、松田社長

【食品・名産部会データ】

【サービス産業部会データ】

部 会 長  平井 義久	（株式会社西利 代表取締役会長）
部 会 員 数  1,201件	（6月25日現在）

部 会 長  齋藤 茂	 （株式会社トーセ 代表取締役会長）
部 会 員 数  1,967件	（6月25日現在）

今 後 の 主 な 予 定  
9月～ 10月頃　見学会
2月頃　第11回食のつどい

今 後 の 主 な 予 定  
11月17日（土）ゴルフコンペ
11月19日（月）講演会・交流会

食品・名産部会では、同部会所属の議員会社（16社）が中心となり、部会員相
互交流による親睦と情報提供を図るため、食や工芸に関するセミナー・講演
会をはじめ先進地等への視察見学会部会員交流会「食のつどい」を企画・開催
しています。

サービス産業部会は業種が広範に及ぶ部会員によって構成されており、現
在、本所で最も多くの部会員が所属しています。“情報の共有化”を部会活動
のキーワードに置き、有意義でタイムリーな情報提供を行うとともに、部会
員同士の交流の輪を広げるため、活発な部会活動を行っていますので、ぜひ
ご参加ください。

代表者／石田 宏次
住　所／京都市伏見区中島外山町110

代表者／松田 直子
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事業内容／焼菓子製造・卸 シュークリーム専門店運営

TEL ／ 075-241-6038
事業内容／�森林バイオマス調査・企画、 

薪炭・木工品・木質ストーブ（販）

が、日本での認知度はまだまだ低い。
森林資源の魅力や火と木のある暮ら
しの楽しさ・温かさを知って頂くこ
とで、林業の活性化、里山の再生に繋
げ、森林問題の解決に繋げていきた
い。」と語る松田社長。

齋藤部会長からは「部会の交流会
等へご参加頂き、森林資源の魅力を
他の部会員にも発信して欲しい」と、
部会事業への積極的な参加を呼びか
けました。
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